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リ
ケ
イ
諸
島
は
現
代
的
な
言
い
方
で
は
琉
球
諸
島
と
い
う
。ロ
シ
ア
の
歴
史
学
史
、

史
料
研
究
史
に
こ
れ
ら
の
島
々
に
つ
い
て
の
情
報
が
出
現
し
出
す
の
は
、よ
う
や
く
、

一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
で
あ
る
。
通
常
そ
れ
ら
は
、
ロ
シ
ア
軍
艦
の
日
本

沿
岸
お
よ
び
露
領
ア
メ
リ
カ
沿
岸
へ
の
航
海
の
訓
令
や
報
告
の
中
に
言
及
さ
れ
て
い

る
。

　

後
年
、
一
九
世
紀
の
半
ば
頃
か
ら
、
ロ
シ
ア
で
は
、
琉
球
諸
島
に
関
す
る
情
報
を

含
む
翻
訳
作
品
、
一
般
向
け
の
科
学
書
物
、
さ
ら
に
は
文
学
作
品
が
出
現
し
、
二
〇

世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
史
料
で
は
「
リ
ケ
イ
諸
島
」
の
名
称
で
記
述
さ

れ
て
い
る
。
琉
球
諸
島
に
対
す
る
言
及
は
、
一
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
の
教
育
的
文
献
や

参
考
書
籍
に
も
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
の
島
々
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
〇-

一
九
〇
七

年
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
発
行
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
エ
フ
ロ
ン
の
百

科
事
典
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
多
少
省
略
し
な
が
ら
引
用
す
る
。

　
「
リ
ケ
イ
諸
島
、
あ
る
い
は
、
リ
ウ-

キ
ウ
（「
リ
ウ-

キ
ウ
」
で
も
「
リ
」
を
「
Ｌ
」

で
は
な
く
「
Ｒ
」
と
す
る
も
の
、「
リ
ィ
エ
ウ-

キ
ィ
エ
ウ
」、「
リ
ュ
ー-

ツ
ィ
ユ
ー
」

等
、
ロ
シ
ア
語
で
の
表
記
の
仕
方
は
種
々
あ
る
）
と
は
東
ア
ジ
ア
に
あ
る
諸
島
。
全

部
で
五
五
島
、
面
積
二
四
二
〇
平
方
キ
ロ
に
及
ぶ
。
琉
球
諸
島
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
北
部
、
あ
る
い
は
、
し
ん
ぼ
こ
諸
島
は
一
六
島
か
ら
な
り
、
最
も
大
き

い
も
の
が
奄
美
大
島
、
中
部
、
あ
る
い
は
、
中
山
諸
島
は
、
列
島
中
、
最
大
、
面
積

日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
（
二
〇
一
四
年
）
報
告

琉
球
諸
島
に
お
け
る
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち

セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー

　

二
〇
一
四
年
五
月
二
七
日
、
日
本
学
士
院
と
本
研
究
所
の
共
催
に
よ
り
、「
日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
を
開
催
し
た
。
今
回
の
研
究
集
会
は
通
算
一
四
回
目
と
な
り
、
ロ
シ
ア
・
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
か
ら
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
館
長
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
ら
を
招
聘
し

て
御
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
当
日
は
三
つ
の
報
告
が
あ
り
、
ロ
シ
ア
か
ら
招
聘
し
た
お
二
人
は
い
ず
れ
も
琉
球
に
関
す
る
ロ
シ
ア
海
軍
の
史
料
を
紹
介
し
て
分
析
し
た
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
館
長
は
、

一
八
二
〇
年
、
露
米
会
社
の
ボ
ロ
ジ
ノ
号
が
大
東
島
を
「
発
見
」
し
、
ボ
ロ
ジ
ノ
諸
島
と
命
名
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
琉
球
周
辺
で
の
ロ
シ
ア
海
軍
の
活
動
を
論
じ
た
。
次

に
、
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
は
一
八
五
四
年
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
よ
る
琉
球
訪
問
に
つ
い
て
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
、
そ
し
て
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
記
述
等
を
駆
使
し
て
論
じ
た
。
海
軍
文
書

館
が
所
蔵
す
る
海
軍
士
官
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
手
帳
の
存
在
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
新
潟
大
学
麓
慎
一
教
授
か
ら
、
明
治
初
年
の
外
務
大
臣
副
島
種
臣
と
の
交
渉
を
記
録
し
た
ロ
シ
ア

側
史
料
を
通
じ
、
樺
太
や
朝
鮮
、
台
湾
の
問
題
が
日
露
交
渉
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
連
関
し
て
い
っ
た
の
か
が
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
た
。
い
ず
れ
の
報
告
も
き
わ
め
て
刺
激
的
な
内
容
で
、
約
六
〇
名
の

参
加
者
に
よ
る
活
発
な
議
論
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
研
究
集
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。�

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
／
保
谷　

徹
）
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一
三
四
八
平
方
キ
ロ
の
沖
縄
島
を
含
み
、
南
部
、
あ
る
い
は
、
山
南
諸
島
は
、
そ
の

中
で
大
き
い
の
は
石
垣
島
で
二
四
六
平
方
キ
ロ
あ
る
。
琉
球
諸
島
は
山
が
ち
で
は
あ

る
も
の
の
、
特
に
沖
縄
島
、
あ
る
い
は
、
大
琉
球
は
、
耕
地
に
も
庭
園
に
も
適
す
る
。

気
候
は
快
適
。
主
た
る
産
物
は
、
さ
つ
ま
い
も
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
米
、
タ
バ
コ
、
綿

花
、
紙
の
原
料
く
わ
科
植
物
。
住
民
は
（
一
八
九
三
年
で
四
一
〇
，八
八
一
人
）、
最

上
流
階
級
で
は
、
体
つ
き
、
言
葉
、
風
習
は
日
本
人
に
属
す
る
と
い
え
る
が
、
下
層

階
級
で
は
む
し
ろ
中
国
人
に
近
い
と
い
え
る
。
平
和
的
で
、
労
働
を
愛
す
る
民
族
で

あ
る
。
仏
教
、
神
道
が
信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ほ
ど
重
要
視
は
さ
れ
て
い
な
い
。

最
も
知
ら
れ
た
貿
易
港
は
沖
縄
島
の
最
南
端
那
覇
で
、
遮
蔽
性
に
優
れ
た
湾
の
奥
に

あ
り
、
住
民
は
四
二
，二
五
〇
人
。
当
地
か
ら
街
道
四
キ
ロ
半
で
守
里
へ
、
こ
の
町

は
琉
球
王
国
の
前
首
都
で
、
人
口
二
五
，六
〇
四
人
。

　

そ
の
地
理
的
位
置
か
ら
、
琉
球
諸
島
は
常
に
中
国
と
日
本
の
間
の
不
和
の
原
因
と

な
っ
て
き
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
常
に
日
本
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
は
い
た
が
、
東

洋
す
べ
て
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
っ
た
中
国
文
化
が
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
一
五
九
五
年
薩
摩
の
大
名
と
琉
球
国
王
の
間
に
諍
い
が
生
じ
た
。
琉
球

国
王
は
日
本
人
に
贈
り
物
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
朝
貢
品
と
な
っ
て

い
っ
た
。
一
六
〇
九
年
国
王
は
日
本
人
に
捕
ら
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
を
正
式

に
群
島
の
上
位
権
力
と
承
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
後
も
、
琉
球
諸
島
の
住

人
は
、
北
京
へ
の
従
属
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
一
七
九
七
年
の
ブ
ロ
ー
ト
ン
、
一

八
一
六
年
の
マ
ッ
ク
ス
ベ
リ
【
マ
レ
ー
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
（M

urray 
M
ax-

w
ell

）、
ア
ー
マ
ス
ト
使
節
団
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ア
ル
セ
ス
ト
号
艦
長
】
と
バ
ジ
リ
・

ガ
ー
リ
【
べ
イ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
（Basil H

all

）、
同
使
節
団
ス
ル
ー
プ
艦
ラ
イ
ラ
号

艦
長
】
の
遠
征
の
頃
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
航
海
者
た
ち
が
琉
球
諸
島
を
訪
れ
た
。

一
八
五
四
年
、
ア
メ
リ
カ
提
督
ペ
リ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
北
米
人
が

使
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
そ
の
す
べ
て
の
港
を
自
由
に
使
う
権
利
を
琉
球
諸
島
の

政
権
か
ら
獲
得
し
た
。
一
八
七
二
年
琉
球
王
は
退
位
し
、
一
方
、
琉
球
諸
島
は
日
本

を
構
成
す
る
一
地
方
と
し
て
日
本
の
版
図
に
編
入
さ
れ
た
。」

　

こ
の
情
報
は
全
体
的
に
、
琉
球
諸
島
の
地
理
や
自
然
の
特
色
、
経
済
、
風
俗
、
政

治
体
制
、
歴
史
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
か
の
知
識
を
与
え
て
く
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
の
情
報
は
す
べ
て
、
百
科
事
典
の
記
事
執
筆
者
が
当
時
入
手
で
き
る
根
拠
か
ら
引

き
出
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

琉
球
諸
島
に
関
す
る
翻
訳
諸
文
献
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
触
れ
な
い
こ
と
と
し
、

主
と
し
て
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
の
学
術
参
考
書

庫
お
よ
び
フ
ォ
ン
ド
に
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
と
文
書
を
中
心
に
、
以
下
、
論
考
を

進
め
る
。

　

露
米
会
社
船
が
露
領
ア
メ
リ
カ
沿
岸
へ
航
海
し
た
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
当

時
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
太
平
洋
の
島
々
や
群
島
を
し
ば
し
ば
訪
れ
た
。
琉

球
諸
島
に
つ
い
て
の
初
期
の
言
及
の
ひ
と
つ
が
、
一
八
〇
三
年
七
月
一
〇
日
皇
帝
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
よ
り
裁
可
さ
れ
た
「
露
領
ア
メ
リ
カ
へ
の
航
海
に
関
す
る

Ｎ
・
Ｐ
・
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
の
Ｎ
・
Ｐ
・
レ
ザ
ノ
フ
に
対
す
る
訓
令
」
の
中
に
見
ら

れ
る
。

　
「
航
海
の
途
中
、
レ
オ
ケ
イ
（
リ
ケ
イ
、
チ
ェ
ル
ネ
フ
ス
キ
ー
注
）
諸
島
の
ひ
と

つ
ウ
ス
マ
リ
チ
ョ
ン
島
で
、
偶
然
ロ
シ
ア
人
に
遭
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
ベ
ニ
オ
フ
ス
キ
ー
が
語
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
、
あ
る
い
は
、
必
ず
し
も
、

正
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
と
共
に
逃
走
し
た
八
人
の
う
ち
の
中
の
一
人
に

ラ
プ
チ
ェ
フ
と
い
う
名
の
者
が
お
り
、
そ
の
島
に
自
分
の
意
思
で
居
残
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ス
マ
リ
チ
ョ
ン
島
の
北
方
に
あ
る
ベ
ー
リ
ン
グ
島
で

同
じ
く
ベ
ニ
オ
フ
ス
キ
ー
の
話
で
知
ら
れ
て
い
る
オ
ホ
ー
チ
ン
に
出
会
う
か
も
し
れ

な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
貴
下
は
、
皇
帝
の
名
に
お
い
て
彼
ら
を
赦
し
、
皇
帝
に
対

す
る
忠
誠
心
を
彼
ら
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
我
が
国
の
交
易
活
動

と
そ
の
前
途
に
今
後
彼
ら
が
寄
与
す
る
な
ら
ば
、
皇
帝
の
恩
寵
を
約
束
す
る
こ
と
も

で
き
る
」

（
ⅰ
）

（
１
）

（
２
）
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こ
の
文
書
に
は
、
ス
ロ
バ
キ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
冒
険
家
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
ア

ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ス
キ
ー
（
ベ
ニ
オ
フ
ス
キ
ー
）
の
日
誌
の
引
用
が
あ
る
。
ベ
ニ

オ
フ
ス
キ
ー
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
権
の
追
跡
か
ら
逃
れ
、
反
ロ
シ

ア
蜂
起
に
加
わ
っ
た
た
め
に
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
流
刑
に
な
っ
た
。
当
地
で
一
七
七

一
年
四
月
ベ
ニ
オ
フ
ス
キ
ー
は
行
政
当
局
に
対
す
る
反
乱
を
起
こ
し
、
拘
束
さ
れ
た

者
、
そ
の
他
、
政
権
に
不
満
の
者
の
逃
走
の
先
頭
に
立
っ
た
。
ガ
リ
オ
ッ
ト
船
聖

ピ
ョ
ー
ト
ル
号
で
、
逃
亡
者
た
ち
は
ま
ず
マ
カ
オ
に
至
り
、
そ
の
後
、
商
船
で
マ
ブ

リ
キ
ー
島
に
到
着
し
た
。
冒
険
の
参
加
者
の
う
ち
何
人
か
は
ロ
シ
ア
に
戻
り
、
一
方
、

ベ
ニ
オ
フ
ス
キ
ー
は
後
年
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
遠
征
の
先
頭
に
立
ち
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

を
確
保
し
よ
う
と
し
た
が
、
一
七
八
六
年
五
月
同
島
を
占
領
し
よ
う
と
す
る
二
回
目

の
試
み
が
失
敗
し
た
際
に
死
亡
し
た
。
回
想
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、

琉
球
諸
島
に
滞
在
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
彼
の
回
想
録
が
信
じ

ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
は
あ
る
。

　

後
に
、
一
八
〇
四
年
九
月
、
海
軍
次
官
Ｐ
・
Ⅴ
・
チ
チ
ャ
ゴ
フ
中
将
は
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
一
世
宛
の
自
己
の
報
告
書
の
中
で
、
Ｎ
・
Ｐ
・
レ
ザ
ノ
フ
侍
従
武
官
の
依
頼

を
書
き
記
し
た
。
こ
こ
に
も
琉
球
諸
島
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

　
「
も
し
何
ら
か
の
不
幸
な
情
況
に
よ
り
、
彼
が
来
年
一
八
〇
五
年
九
月
に
港
に
戻

ら
な
い
場
合
に
は
、
皇
帝
陛
下
の
ご
命
令
を
得
、
た
だ
ち
に
、
能
力
の
高
い
海
軍
士

官
が
指
揮
す
る
輸
送
船
を
派
遣
す
る
。
同
船
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
ク
リ
ー
ル
諸

島
近
辺
を
経
て
日
本
ま
で
、
彼
が
長
崎
に
向
か
う
経
路
と
し
た
デ
ィ
ス
メ
ン
海
峡
方

面
へ
向
け
て
、
そ
の
航
海
を
追
跡
し
、
ま
た
、
琉
球
諸
島
付
近
で
も
彼
を
探
索
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
」

　
『
皇
帝
陛
下
の
侍
従
レ
ザ
ノ
フ
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
日
本
へ
の
旅
日
誌
』
一
八

〇
四
年
八
月
か
ら
一
〇
月
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
「
諸
島
間
を
ト
ゲ
ル
ン
ス
ル
【брамсель （topgallant-sail

）
ト
ッ
プ
ゲ
ル
ン
ス

ル
と
も
。
下
か
ら
三
番
目
の
マ
ス
ト
で
あ
る
ト
ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
（topgallant 

m
ast

）
に
付
け
る
帆
で
は
あ
る
が
、
ロ
ワ
ー
（low

er

）
と
ア
ッ
パ
ー
（upper

）

と
上
下
あ
る
こ
と
も
あ
る
】
を
展
帆
し
航
海
【
実
際
に
は
「
ト
ゲ
ル
ン
ス
ル
の
風
で

航
海
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
風
は
さ
ほ
ど
強
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。】
…
【
九

月
二
二
日
部
分
】。
タ
ノ
島
を
通
過
、
琉
球
諸
島
は
左
側
に
あ
る
、
緯
度
は
観
測
で

は
三
一
度
九
分
三
七
秒
、
経
度
は
二
二
九
度
一
三
分
。【
九
月
二
三
日
部
分
】」

　

海
軍
文
書
館
の
学
術
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
一
八
〇
三-

一
八
〇
六
年
Ｉ
・

Ｆ
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
指
揮
下
の
ロ
シ
ア
初
の
世
界
周
航
記
に
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

　
「
我
々
の
長
崎
滞
在
中
、
当
地
に
朝
鮮
、
あ
る
い
は
、
リ
ケ
オ
諸
島
（
リ
ケ
イ
諸
島
、

チ
ェ
ル
ネ
フ
ス
キ
ー
注
）
か
ら
の
船
は
一
艘
も
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
が
近
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地
域
と
日
本
と
の
通
交
は
あ
る
時
期
か
ら
完
全
に

途
絶
え
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
出
発
前
に
使
節
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡

の
中
で
も
何
度
も
言
及
さ
れ
て
い
る
」

　

ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
手
記
の
中
に
も
琉
球
の
記
述
が
あ
る
。

　
「
今
か
ら
二
百
年
前
、
朝
鮮
人
と
琉
球
諸
島
の
住
民
は
日
本
人
に
征
服
さ
れ
、
自

分
た
ち
を
日
本
民
族
の
属
国
だ
と
認
め
、
か
つ
日
本
に
年
貢
を
払
う
こ
と
を
約
し
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
皇
帝
た
ち
は
、
き
ち
ん
と
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
の
貢
は
、

日
本
人
の
言
葉
で
は
、
極
め
て
僅
少
と
の
こ
と
だ
が
、
も
し
、
日
本
の
歴
代
の
皇
帝

が
そ
の
こ
と
を
続
け
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
利
益
の
た
め
で
は
な
く
、
一
方

で
、
支
配
と
権
力
、
他
方
で
恭
順
と
従
属
の
確
立
の
た
め
で
あ
る
。（
中
略
）

　

琉
球
諸
島
の
住
民
に
関
し
て
は
、朝
貢
民
と
い
う
よ
り
、日
本
皇
帝
の
臣
下
と
言
っ

た
方
が
い
い
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
領
主
あ
る
い
は
国
王
、
信
仰
、

独
自
の
教
主
【「
教
会
の
首
長
」
と
あ
る
】
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
法
に
よ
り
支
配

さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
た
だ
通
常
の
秩
序
と
事
項
の
流
れ
に
お
い
て
の

み
で
、
一
方
、
何
か
決
議
を
導
入
し
た
り
、
あ
る
い
は
他
国
人
と
外
交
・
通
商
関
係

を
持
つ
場
合
に
は
、
日
本
政
府
の
意
向
な
し
に
は
何
一
つ
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

（
３
）

（
４
）

（
５
）
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日
本
人
が
我
々
に
話
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
琉
球
の
人
々
は
、
彼
ら
が
住
ん
で
い
る

島
の
面
積
か
ら
判
断
す
る
に
人
口
は
多
く
、
住
民
は
極
め
て
善
良
で
大
人
し
く
、
臆

病
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
日
本
人
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
中
国
人
に
似
て
い
る
。
言

葉
も
中
国
語
に
似
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
諸
島
は
日
本
や
中
国
に
特
有
の
多
く
の
植
物

を
産
す
る
。
日
本
人
は
琉
球
人
と
は
金
属
製
品
、
漆
器
、
塩
干
魚
、
昆
布
、
オ
ラ
ン

ダ
人
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
、
中
国
製
品
で
交
易
し
、
一
方
、
琉
球
人
か
ら
は
、

茶
、
タ
バ
コ
、
絹
、
綿
布
、
及
び
、
少
量
の
自
家
製
手
工
業
製
品
を
買
っ
て
い
る
」

　

琉
球
諸
島
に
関
し
て
最
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
本
へ
の
外
交
使
節

で
あ
る
侍
従
武
官
で
海
軍
中
将
Ｅ
・
Ｖ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
一
八
五
二
年
か
ら
五
五

年
の
文
書
類
の
中
で
あ
る
。
一
八
五
五
年
二
月
日
露
間
で
下
田
条
約
が
締
結
さ
れ
た

こ
と
を
以
て
終
了
し
た
外
交
任
務
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
、多
く
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
艦
隊
の
航
海
の
詳
細
の
一
部
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
中
に
は
、
一
八
五
四
年
琉
球
諸
島
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
も
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
日
露
関
係
史
に
お
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
出
来
事
に
光
を
当
て
る
史
料
を
参
照
す
る
こ
と
は
極
め
て
興
味
深
い
だ
ろ
う
。

　

海
軍
元
帥
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
宛
の
一
八
五
四
年
二
月
二

七
日
（
三
月
一
一
日
）
付
け
軍
務
報
告
書
の
中
で
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　
「
マ
ニ
ラ
に
向
か
う
途
中
、
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
と
合
流
す
る
た
め
琉
球
諸
島
ナ
パ
キ

ア
ン
グ
（
今
日
の
那
覇
、
チ
ェ
ル
ネ
フ
ス
キ
ー
注
）
港
に
立
ち
寄
っ
た
。
同
艦
は
私

に
一
一
月
二
五
日
（
一
二
月
七
日
）
付
け
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
知
ら
せ
を
届
け
て

く
れ
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
承
け
て
私
は
マ
ニ
ラ
に
急
行
し
た
。

　

ナ
パ
キ
ア
ン
グ
で
私
は
、
ペ
リ
ー
提
督
が
こ
の
港
を
自
分
の
艦
船
の
た
め
の
集
結

地
と
指
定
し
、
我
々
の
到
着
の
二
日
前
出
立
し
た
こ
と
、
三
隻
の
蒸
気
艦
、
す
な
わ

ち
三
隻
の
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
と
一
隻
の
輸
送
艦
と
と
も
に
再
び
江
戸
に
向
か
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
。
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
に
残
し
た
部
下
の
将
校
を
通
し
て
ペ
リ
ー
は
、
合
衆
国

が
日
本
に
持
っ
て
い
る
あ
る
種
の
不
満
に
よ
り
琉
球
は
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
り
占
領
さ

れ
た
こ
と
を
宣
言
し
、
現
在
、
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
投
錨
地
付
近
で
は
、
石
炭
や
そ
の
他

の
備
蓄
品
の
倉
庫
、
お
よ
び
彼
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
病
院
を
保
全
す
る
米
国
国

旗
が
翻
っ
て
い
る
…
。
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
を
去
る
に
当
た
っ
て
私
は
、
ス
ク
ー
ナ
ー
艦

ボ
ス
ト
ー
ク
号
の
艦
長
に
、
外
務
省
か
ら
の
私
へ
の
文
書
に
言
及
さ
れ
て
い
る
ボ
ロ

ジ
ノ
島
を
ま
ず
監
視
し
、
そ
の
後
、
艦
隊
に
合
流
す
る
た
め
に
マ
ニ
ラ
に
向
か
う
よ

う
命
じ
た
。」

　

と
こ
ろ
で
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
自
分
の
軍
務
報
告
書
で
言
及
し
て
い
る
ボ
ロ
ジ
ノ

島
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
琉
球
よ
り
も
東
に
位
置
し
て
い
る
ボ
ロ
ジ
ン
ス
キ
エ
諸
島

【「
ボ
ロ
ジ
ノ
諸
島
」
で
も
】
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
大
東
と
名
付
け
せ
ら
れ
、

沖
縄
県
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
小
さ
な
、
か
つ
て
は
無
住
で
あ
っ
た
島
々
は
、
一
八

二
〇
年
、
露
米
会
社
船
Ｚ
・
Ｉ
・
パ
ナ
フ
ィ
ジ
ン
中
佐
【
中
佐
は
最
終
職
階
。
当
時

は
中
尉
】
指
揮
下
の
ボ
ロ
ジ
ノ
号
航
海
時
に
発
見
さ
れ
た
。
露
米
会
社
幹
部
等
宛
の

一
八
二
一
年
一
月
二
六
日
付
書
簡
で
艦
長
は
自
己
の
発
見
を
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

　
「
マ
ニ
ラ
か
ら
ア
メ
リ
カ
北
西
海
岸
へ
の
航
海
時
、
二
つ
の
発
見
に
成
功
し
た
。

　

昨
年
八
月
二
〇
日
、
穏
や
か
な
北
西
の
風
の
も
と
、
水
平
線
は
や
や
薄
暗
く
、
夜

が
明
け
て
ま
も
な
く
、
ま
っ
す
ぐ
北
の
方
向
に
、
低
い
砂
岩
質
の
島
を
発
見
。
島
の

長
さ
は
西
か
ら
東
に
約
一
〇
マ
イ
ル
。
風
の
状
態
が
許
す
限
り
、
島
に
近
づ
い
て
み

た
。
島
の
緯
度
は
、
観
測
さ
れ
た
艦
の
位
置
か
ら
決
定
…
。
経
度
は
、
マ
ニ
ラ
で
正

確
さ
を
確
認
済
み
の
三
つ
の
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
に
よ
り
測
定
…
。

　

正
午
過
ぎ
て
ま
も
な
く
、
同
じ
風
で
島
の
側
を
航
行
し
続
け
た
と
こ
ろ
、
同
島
か

ら
北
北
東
の
方
向
に
別
の
島
を
発
見
、
見
た
目
は
最
初
の
島
と
同
じ
、
距
離
は
そ
れ

か
ら
一
二
マ
イ
ル
離
れ
て
い
る
…
。

　

古
い
地
図
に
も
新
し
い
地
図
に
も
、
近
辺
の
海
域
を
航
海
し
た
有
名
な
航
海
家
の

旅
行
記
に
も
、
こ
の
海
域
の
こ
の
場
所
に
何
ら
か
の
陸
地
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
よ
う

な
も
の
を
発
見
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
私
は
こ
の
二
島
を
我
々
独
自
の
発
見
に
帰
す

（
６
）

（
７
）
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る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
島
に
艦
の
名
前
を
付
け
た
。
名
づ
け
て
ボ
ロ
ジ
ン
ス
キ

エ
諸
島
。」

　

海
軍
文
書
館
に
は
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
の
航
海
参
加
者
の
ひ
と
り
の
興

味
深
い
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
前
は
残
念
な
が
ら
、
確
定
で
き
な
か
っ
た

が
、
琉
球
諸
島
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
港
に
向
け
て
近
づ
い
て
い
く
時
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
「
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
に
近
づ
く
際
に
は
、
海
際
の
暗
礁
に
注
意
を
む
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
良
い
天
気
の
日
で
も
、
砕
け
波
で
そ
れ
と
分
か
る
と
は
限
ら

な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
認
の
た
め
に
小
艇
を
遣
わ
す
必
要
が
あ
る
。
西

か
ら
近
づ
く
場
合
は
、
高
い
ア
マ
カ
リ
マ
諸
島
の
グ
ル
ー
プ
の
中
の
北
西
の
島
と
、

北
緯
二
六
度
一
五
分
に
あ
る
緑
に
覆
わ
れ
た
低
い
小
島
の
間
を
通
り
抜
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
そ
の
島
か
ら
北
の
方
に
か
な
り
の
距
離
に
わ
た
る
暗
礁
と
浅
瀬
を
確

認
し
た
。
こ
の
島
を
通
過
す
る
と
、「
暗
礁
島
」
か
ら
少
な
く
と
も
一
マ
イ
ル
は
離

れ
た
上
で
、
針
路
を
東
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

琉
球
島
そ
れ
自
体
の
海
岸
に
近
づ
く
と
、
ま
ず
目
に
入
る
の
が
、
目
を
見
張
る
ば

か
り
に
鬱
蒼
た
る
森
林
の
岬
で
、
そ
の
上
に
は
城
砦
か
カ
ト
リ
ッ
ク
僧
院
の
廃
墟
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
岩
が
い
く
つ
か
突
き
出
て
い
る
。
こ
の
岬
は
碇
泊
地
の
南
端
に
位

置
し
、
碇
泊
地
の
北
西
端
の
反
対
側
を
西
へ
向
か
っ
て
、
か
な
り
の
距
離
を
突
き
出

て
い
る
。
岬
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
碇
泊
地
は
湾
の
南
端
に
開
け
、
碇
泊
地
が
見
え

て
き
た
ら
、
碇
泊
地
に
向
け
ま
っ
す
ぐ
針
路
を
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
少
な
く

と
も
半
マ
イ
ル
はA

bbey Point

を
通
過
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
入
り
口
の
暗
礁

の
南
端
と
岬
の
間
の
中
間
に
来
た
ら
、
針
路
をRohv

に
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入
り
江
の
南
端
に
は
尖
塔
に
似
た
素
晴
ら
し
い
岩
が
あ
る
。
投
錨
に
入
る
際
に
は
、

こ
の
岩
よ
り
北
東
方
向
に
四
分
の
三
マ
イ
ル
の
所
に
あ
る
長
い
「
珊
瑚
礁
砂
洲
」
に

突
き
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
針
路
を
南
南
東
に
向
け
か
つ
半
マ
イ
ル
距

離
を
置
く
の
が
最
良
の
や
り
か
た
で
あ
る
。

　

碇
泊
地
の
も
っ
と
奥
に
入
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
暗
礁
の
先
端
に
小
艇
を
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
碇
泊
地
に
導
く
二
つ
の
他
の
水
路
を
通
り
、
暗

礁
の
間
を
碇
泊
地
に
入
る
際
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
…
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
の
方
に

向
か
う
に
は
バ
リ
…
【「
単
語
の
う
ち
一
部
し
か
解
読
で
き
ず
」
の
意
味
。
名
詞
に

相
当
す
る
単
語
が
推
定
さ
れ
る
】
に
入
り
込
む
の
が
よ
い
…
、
そ
の
際
、
暗
礁
に
注

意
し
て
、
湾
に
注
ぐ
二
つ
の
小
川
の
河
口
の
真
向
か
い
に
停
泊
す
る
の
が
よ
い
。

　
（
Ｎ
Ｂ
）琉
球
諸
島
、お
よ
び
我
々
が
そ
こ
を
通
過
し
た
バ
シ
・
ボ
ク
ン
ク
諸
島
は
、

英
国
人
が
測
量
し
た
が
、
正
確
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
英
国
地
図
を
盲
目
的
に

信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　

こ
の
文
書
は
極
め
て
わ
か
り
づ
ら
い
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
解
読
に

成
功
し
て
い
な
い
箇
所
は
「
…
」
で
表
示
し
た
。

　

琉
球
諸
島
、
特
に
、
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
港
を
ロ
シ
ア
艦
船
が
訪
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

の
さ
ら
な
る
詳
細
は
一
八
五
六
年
の
『
海
軍
雑
誌
』︻М

орской 
сборник

︼
に
掲

載
さ
れ
た
「
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
の
皇
帝
陛
下
へ
の
忠
順
な
る
報
告
書　

ロ
シ
ア
海
軍

軍
艦
隊
の
日
本
お
よ
び
中
国
へ
の
航
海　

一
八
五
二-

五
五
年
」
の
中
で
言
及
さ
れ

て
い
る
。

　
「
一
月
二
四
日
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
と
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
オ
リ
ブ
ッ
ツ
ァ

号
と
と
も
に
長
崎
を
出
港
、
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
ボ
ス
ト
ー
ク
号
は
、
日
本
か
ら
南
に
四

五
〇
マ
イ
ル
に
位
置
す
る
琉
球
諸
島
で
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
と
合
流
す
る
よ
う
命
じ
た
上

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
情
報
を
得
る
た
め
に
上
海
に
派
遣
。

　

二
月
一
日
、
三
隻
は
す
べ
て
無
事
に
大
琉
球
島
に
到
着
、
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
港
に
投

錨
。
同
月
五
日
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
ボ
ス
ト
ー
ク
号
も
到
着
、
一
二
月
七
日
付
け
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
情
報
を
我
々
に
も
た
ら
し
た
。

　

ナ
パ
キ
ア
ン
グ
で
ペ
リ
ー
提
督
艦
隊
の
ア
メ
リ
カ
の
士
官
一
人
と
数
人
の
水
兵
に

出
会
う
。
ペ
リ
ー
提
督
は
我
々
の
到
着
か
ら
二
日
前
に
、
中
国
か
ら
江
戸
に
向
か
う

途
中
で
当
地
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
る
。
士
官
は
我
々
に
文
書
を
見
せ
た
が
、
そ
こ

（
８
）

（
９
）
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に
は
、
琉
球
諸
島
は
、
日
本
政
府
が
い
く
つ
か
の
要
求
を
満
た
さ
な
い
こ
と
に
対
す

る
報
復
と
し
て
、合
衆
国
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
ら
の
島
々

は
、
日
本
政
府
に
貢
納
す
る
こ
と
で
そ
の
庇
護
下
に
あ
る
。
そ
の
後
で
フ
リ
ゲ
ー
ト

艦
で
到
着
し
た
町
の
支
配
者
は
、
島
々
に
対
す
る
日
本
の
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
影

響
を
反
駁
し
、
最
近
は
日
本
に
少
し
も
依
存
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
中
国
に
朝
貢

し
て
い
る
と
言
っ
た
が
、
当
地
に
住
ん
で
い
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
が
明
言

し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
琉
球
諸
島
全
島
は
す
べ
て
将
軍
の
最
有
力
家
臣
の
ひ
と
つ

で
あ
る
薩
摩
公
に
依
存
し
て
い
て
、
薩
摩
公
は
、
後
継
者
が
十
五
歳
で
成
人
し
新
し

い
支
配
者
に
な
る
そ
の
度
に
そ
の
者
に
権
力
継
承
権
を
認
め
て
さ
え
い
る
と
い
う
。

　

島
に
際
立
っ
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、す
ば
ら
し
く
穏
や
か
な
気
候
と
実
り
豊
か
さ
、

平
和
的
で
穏
和
な
住
民
が
住
ん
で
い
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
日
本
人
や
朝
鮮
人
と
顔
の

特
徴
が
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
。
琉
球
人
は
、
他
の
産
物
の
中
で
も
特
に
大
量
の
米

を
日
本
に
送
っ
て
お
り
、
日
本
で
は
琉
球
の
米
が
日
本
産
よ
り
も
好
ま
れ
て
い
る
。

　

町
の
支
配
者
と
贈
り
物
を
交
わ
し
た
後
、
彼
に
文
書
を
渡
し
、
そ
の
中
で
私
は
、

ロ
シ
ア
船
舶
が
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
に
来
た
時
は
歓
待
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
交
易
関
係

に
入
っ
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
確
答
を
与
え
る
こ
と
を
躊

躇
し
、
こ
の
申
し
出
に
対
し
て
、
こ
の
島
に
は
日
本
の
ス
パ
イ
が
た
く
さ
ん
い
て
そ

の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
宣
教
師
の
断
言
を
理
由
に
、
言
葉
を
濁
し
た
。

　

二
月
九
日
に
抜
錨
し
、
我
々
一
行
は
マ
ニ
ラ
投
錨
地
ま
で
無
事
に
航
海
を
し
、
同

地
に
は
同
月
一
九
日
到
着
し
た
。
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
号
は
ナ
パ
キ
ア
ン

グ
か
ら
、
パ
ナ
フ
ィ
ジ
ン
中
尉
︻
前
出
参
照
︼
が
発
見
し
た
ボ
ロ
ジ
ノ
島
を
測
量
す

る
た
め
派
遣
さ
れ
た
が
、
同
艦
に
課
さ
れ
た
任
務
を
無
事
に
終
え
、
二
月
二
三
日
マ

ニ
ラ
投
錨
地
に
到
着
し
た
。」

　

ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
の
琉
球
滞
在
に
つ
い
て
の
、
恐
ら
く
、
最
も
詳
細
で
、
生
き
生

き
と
し
、
文
学
的
価
値
が
高
い
記
述
は
、
著
名
な
ロ
シ
ア
人
作
家
で
、
Ｅ
・
Ⅴ
・
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
秘
書
と
し
て
、
個
人
的
に
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
の
航
海

に
参
加
し
た
イ
ワ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
で
あ
ろ
う
。
そ

の
著
作
『
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
』
の
中
の
一
章
全
編
に
こ
の
出
来
事
が
詳
細

に
描
か
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
丸
々
一
章
を
こ
こ
に
引
用
す
る
の
は
適
当
で
な
い
の

で
、我
々
の
目
か
ら
見
て
最
も
有
益
な
箇
所
の
み
を
幾
ら
か
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
こ
こ
二
日
間
は
強
い
激
し
い
風
が
吹
い
た
が
、
よ
う
や
く
静
ま
り
、
我
々
は
珊

瑚
礁
の
先
の
碇
泊
地
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
。（
中
略
）
甲
板
に
出
て
み
る
と
、

海
岸
が
目
の
前
に
見
え
た
。
そ
れ
は
、
既
に
仕
上
が
り
、
出
来
上
が
っ
た
絵
の
よ
う

に
突
如
出
現
し
、
美
し
い
海
岸
線
が
気
ま
ぐ
れ
に
切
り
立
ち
、
色
彩
の
中
に
、
輝
き

の
中
に
、
魅
惑
的
な
細
部
を
見
せ
て
い
る
。（
中
略
）

　

灰
色
の
二
つ
の
珊
瑚
礁
の
岩
が
海
岸
か
ら
ぐ
っ
と
突
き
出
し
、
海
の
上
に
か
か
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
ひ
と
つ
の
て
っ
ぺ
ん
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
屋
根
が
見

え
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
鬱
蒼
と
し
た
草
む
ら
や
茂
み
の
中
に
、
円
筒
や
半
球
や
楕
円

と
い
っ
た
様
々
な
形
の
大
き
な
石
の
塊
が
ど
っ
し
り
と
の
ぞ
く
。
遠
く
か
ら
見
る
と

建
物
だ
と
勘
違
い
す
る
。
そ
の
く
ら
い
大
き
い
の
だ
。
こ
れ
は
墓
碑
だ
。
さ
ら
に
右

手
に
岸
は
再
び
海
に
向
か
っ
て
少
し
張
り
出
し
て
お
り
、
小
山
に
な
っ
た
り
、
潮
が

満
ち
る
と
水
面
下
に
落
ち
る
海
抜
の
低
い
砂
浜
と
な
っ
た
り
し
て
延
び
て
い
る
。
珊

瑚
礁
は
ほ
と
ん
ど
海
岸
の
下
に
沿
っ
て
走
り
、
そ
の
合
い
間
か
ら
波
が
砕
け
る
。
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
水
面
か
ら
岩
が
突
き
出
て
い
る
。
引
き
潮
の
時
は
姿
を
見
せ
、
満
ち
潮

の
時
は
隠
れ
る
の
だ
。（
以
下
略
）」

　

次
が
島
と
住
人
に
対
す
る
作
家
の
第
一
印
象
で
あ
る
。

　
「
琉
球
諸
島
、
我
が
国
の
古
い
地
理
書
で
は
、「
リ
ェ
ウ-

キ
ェ
ウ
」、
外
国
人
た
ち

は
「
リ
ュ
ウ-

チ
ュ
ウ
」、
住
民
は
と
い
う
と
「
ド
ゥ
ウ-

チ
ュ
ウ
」
と
言
っ
て
い
る

島
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。（
中
略
）
そ
う
、
こ
れ
は
、
太
平
洋
の
無
尽
蔵
の

水
の
間
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
牧
歌
な
の
だ
。（
中
略
）す
べ
て
は
あ
た
か
も
、ワ
ト
ー

の
絵
か
、
舞
台
装
飾
の
よ
う
に
、
整
然
と
計
算
さ
れ
、
整
理
さ
れ
、
美
し
く
配
置
さ

れ
て
い
る
。（
中
略
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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先
へ
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
目
を
疑
っ
た
。
木
々
の
間
に
は
、
ま
さ
に
絵

の
よ
う
に
、
茅
屋
が
密
や
か
に
立
っ
て
い
る
。
茅
屋
は
珊
瑚
の
石
塀
に
囲
ま
れ
て
い

る
の
だ
が
、
非
常
に
し
っ
か
り
組
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ど
ん
な
大
砲
で
あ
れ
、
こ
の

要
塞
の
前
で
は
躊
躇
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
塀
は
茅
屋
を
守
る
た
め
に
の

み
あ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　

目
に
映
る
も
の
皆
見
と
れ
た
が
、
目
を
見
張
っ
た
も
の
は
、
熱
帯
植
物
で
も
、
暖

か
く
柔
ら
か
く
、
芳
し
い
大
気
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
は
皆
、
他
の
土
地
に
も
あ
る
。

森
、
道
、
小
道
、
庭
園
の
持
つ
秩
序
と
整
然
さ
、
衣
服
の
簡
素
さ
、
老
人
た
ち
の
家

父
長
的
で
威
厳
の
あ
る
姿
、
彼
ら
の
厳
し
く
思
慮
深
い
表
情
、
若
者
た
ち
に
特
徴
的

な
優
し
さ
と
慎
み
深
さ
。同
様
に
、驚
か
さ
れ
た
こ
と
は
、ど
ん
な
に
か
労
力
を
使
っ

た
に
違
い
な
い
土
木
や
石
造
り
の
仕
事
の
数
々
。
こ
れ
は
、
蟻
塚
、
あ
る
い
は
ま
さ

に
、
牧
歌
の
国
で
、
古
代
人
の
生
活
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
て
き
た
か
の
よ
う
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
が
生
ま
れ
た
ま
ま
、
何
千
年
も
変
化
し
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
。
よ
そ
で
は
お
ぼ
ろ
げ
な
伝
説
が
、
こ
こ
で
は
、
現
代
で
あ
り
、
紛
れ
も
な
く

ま
さ
に
現
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
黄
金
時
代
が
生
き
て
い
る
の
だ
（
以
下
略
）」

　

著
者
は
、ア
メ
リ
カ
人
が
琉
球
に
い
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
米
国
人
、
あ
る
い
は
日
本
人
が
名
付
け
る
よ
う
に
合
衆
国
人
と
も
い
う
が
、
彼

ら
は
、
我
々
が
到
着
す
る
二
日
前
に
当
地
を
出
発
し
た
が
、
具
合
の
悪
い
水
兵
た
ち

と
二
人
の
士
官
、
そ
し
て
彼
ら
と
と
も
に
文
書
を
残
し
、
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
人
た

ち
は
、
自
分
た
ち
は
日
本
人
の
く
び
き
に
異
議
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
し
こ

れ
ら
の
島
々
を
米
国
の
保
護
下
に
置
い
た
こ
と
を
他
国
の
艦
船
に
通
告
し
、ゆ
え
に
、

他
国
は
手
出
し
を
し
な
い
で
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は
石
炭
保
存

庫
ま
で
作
り
、
そ
の
後
、
合
衆
国
人
た
る
ペ
リ
ー
提
督
は
日
本
に
向
け
て
出
発
し
た
。

（
以
下
略
）」

　

そ
の
時
期
の
島
の
中
心
で
あ
る
ナ
パ
（
著
作
本
文
に
は
そ
う
書
か
れ
て
い
る
）
の

街
を
訪
れ
た
印
象
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
我
々
は
門
を
通
り
過
ぎ
た
。前
に
は
尽
き
る
こ
と
の
な
い
広
い
通
り
、あ
る
い
は
、

今
ま
で
と
同
じ
道
が
延
び
て
い
る
の
だ
が
、
今
ま
で
と
違
っ
て
、
大
き
な
珊
瑚
で
舗

装
さ
れ
ず
、
街
道
の
よ
う
に
、
小
さ
な
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
て
、
両
側
は
、
す

ば
ら
し
い
樹
木
の
植
え
ら
れ
た
庭
園
あ
る
い
は
公
園
が
続
い
て
い
る
。石
垣
か
ら
は
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
赤
い
瓦
の
屋
根
が
見
え
る
。（
中
略
） 

我
々
は
、
大
股
で
さ
ら
に

先
へ
歩
い
て
行
っ
た
。
通
り
が
左
に
折
れ
た
と
こ
ろ
で
、
宮
殿
の
前
に
出
た
。

　

そ
れ
は
石
の
大
き
な
塀
の
あ
る
城
砦
だ
っ
た
。高
さ
は
お
よ
そ
四
サ
ー
ジ
ェ
ン【
一

サ
ー
ジ
ェ
ン
＝
二
・
一
三
四
ｍ
】、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、苔
や
蔓
植
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

幅
が
広
い
石
段
は
、荒
削
り
な
造
り
だ
が
、が
っ
し
り
と
板
が
建
て
付
け
ら
れ
た
高
々

と
し
た
玄
関
に
導
い
て
く
れ
る
。
門
の
両
側
に
は
、
台
座
の
上
に
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス

に
よ
く
似
た
、
珊
瑚
石
の
動
物
が
鎮
座
し
て
い
る
。（
中
略
）
門
は
、
片
側
に
、
長

崎
で
見
た
よ
う
な
衛
兵
所
の
よ
う
な
木
の
回
廊
が
し
つ
ら
え
て
あ
る
。
回
廊
の
中
で

は
琉
球
人
が
茣
蓙
に
正
座
し
て
い
る
。
た
ぶ
ん
王
宮
の
召
使
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
彼

ら
も
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
。
ま
る
で
石
で
作
ら
れ
た
み
た
い
だ
。（
以
下
略
）

　

何
箇
所
か
で
滝
が
滴
り
、
か
す
か
な
音
を
た
て
て
い
た
。
向
こ
う
に
は
塀
に
囲
ま

れ
、
池
を
め
ぐ
ら
し
た
お
堂
が
あ
る
。
遠
く
に
は
、
狭
い
、
だ
が
ま
っ
す
ぐ
な
通
り
。

山
の
上
や
斜
面
に
点
在
す
る
家
と
小
屋
の
屋
根
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
古
代
世
界
の

苫
屋
と
住
処
だ
。」

　

こ
の
後
も
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
、
島
の
散
歩
や
宣
教
師
た
ち
に
会
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
詳
細
な
記
述
、
琉
球
諸
島
の
政
治
体
制
に
つ
い
て
の
考
察
、
島
民
た
ち
、
そ

の
習
慣
、
心
性
等
に
つ
い
て
の
彼
の
第
一
印
象
を
続
け
る
。
こ
れ
ら
は
、
皆
、
興
味

深
く
、有
益
で
あ
る
。そ
の
時
の
出
来
事
の
目
撃
者
で
あ
り
参
加
者
で
あ
る
者
に
よ
っ

て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
客
観
的
に
当
時
の
琉
球
の
現
実
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。以
上
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
作
品
を
引
用
し
た
が
、

そ
れ
が
本
論
考
に
適
切
で
あ
る
の
は
、
上
記
の
理
由
と
同
時
に
、
そ
の
書
籍
の
出
版

は
海
軍
省
か
ら
の
資
金
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
の

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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フ
ォ
ン
ド
に
そ
れ
に
対
す
る
文
書
証
拠
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

我
々
が
知
る
限
り
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
艦
船
が
一
八
五
四
年
琉
球
諸
島
ナ
パ
キ
ア

ン
グ
（
那
覇
）
港
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
と
琉
球
王
国
と
の
最
初
で

最
後
の
公
式
接
触
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
米
国
人
が
琉
球
諸
島
を
確
保
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
信
憑
性
あ
る
情
報
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ロ
シ

ア
を
し
て
、
さ
ら
に
一
層
、
日
本
と
の
互
恵
的
な
条
約
の
締
結
を
急
が
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。�

 （
翻
訳
・
有
泉
和
子
）
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